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3年生第3セッション

どうして気持ちがわかったのか

考えよう！

所要時間
45分

目的
１．気持ちの変化は体にも表れることを理解させる。

２．どんな気持ちのときにどんな体の変化が起こるのか見つけ出すことで、体に表れる気持ちを意識できるようにさせる。

準備するもの

□フラッシュカード(｢ピア・サポート｣「なかま・友だち」｢ささえる・助ける｣「なかまや友だちどうしが、ささえ合い、助け合う」｢まわりの人を大切にする｣｢自分を大切にする｣「人はだれにでも、気持ちがある」「人によって気持ちはちがう」「気持ちのへんかは体にあらわれる」) 

□ポスター「3年生ピアの目標」

□掲示用プリント「ピア子ちゃんイラスト」

□模造紙①「今日の目標・学習の流れ」
□模造紙②「活動1回目シェアリング用」

□模造紙③「活動2回目シェアリング用」
□お面（怒り、嬉しい）

□プリント「気持ちを考えてみよう！」

□お助けカード

□第3回かくにんプリント（第3回ふりかえりプリントと両面印刷：児童数）
□第3回ふりかえりプリント（第3回かくにんプリントと両面印刷：児童数）

般化維持プログラム

□ポスター「気持ちと体のへんか」

□チャレンジ・プリント1，2，3（児童数）

□3年生ぴあぴあ新聞第3号（児童数）

児童の持ち物

□ピア・サポート・ファイル　　　　　　　　　

□筆記用具
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	活動項目

(所要時間／累積時間:分)
	活動内容
	児童の反応
	◇補助者の行動●準備物

	1．復習と導入(7分)

	言葉・目標の確認(2/2)

前時の復習(2/4)

導入(3/7)

	· 今日は3回目のピア・サポートの授業です。始めに言葉の確認をしましょう。

1．ピア・サポートの目標

· ピア･サポートの意味を言うことができますか？

・ピアとサポート、2つの言葉を合わせて「なかまや友だちどうしが、ささえ合い、助け合う」でしたね。

→一斉に音読するなどして、確認する。
・このような関係を作っていくために大切な2つのことは何ですか？

· はい。「まわりの人を大切にすること」と「自分を大切にする」ことでした。
2．３年生の目標確認
· 次に、3年生のピア･サポートの目標を確認します。3年生の目標は何でしたか？
· はい。では大きな声で言ってみましょう。
→（一斉に音読させる）「気持ちに気づこう！」

3．気持ちについて２つの学習を復習する

· これまでの授業で、気持ちについて当たり前だけど、忘れがちな大切なことを２つ学習しました。
· １つ目は何でしたか？

・人はだれにでも、気持ちがあるということでしたね。読んでおきましょう。
· 2つ目は前の授業で学習したことです。何でしたか？
・人によって気持ちはちがうでしたね。こちらも読んでおきましょう。

・毎日の生活の中で、いろいろな気持ちに気づくようになってきたでしょうか。

4．人の気持ちに気づくこともある

・では、今日の学習に入ります。まずは、この絵を見ましょう。この子はこの前の授業にも出てきたピア子ちゃんです。さて、ピア子ちゃんは今、どんな気持ちだと思いますか？

· そうですね。なんだか悲しいようです。（他の気持ちが出ていたら、それを使ってもよい）

· では、1つ教えてください。どうしてピア子ちゃんが「悲しい」気持ち、とわかったのですか？
→「顔」「表情」と答える児童がいれば、「顔が、どんなふうになっているの？」「顔のどこを見たの？」「目がどんなふうになっていると言える？」などと具体的に体の動きや表情について引き出す。

· そうですね。みなさん、ピア子ちゃんの目から出る涙や、口元や、この姿勢、ポーズなどを見て、悲しんでいると考えたのですね。
· 私たちは、前の授業で「人によって気持ちはちがう」ことに気づきました。
· けれど、私たちは今、ピア子ちゃん体の変化を見て、ピア子ちゃんの気持ちを想像することができました。

・実は、これが今日の学習です。
気持ちのへんかは体にあらわれる
· 体の変化というのは、普段は何も起きていないのに、このピア子ちゃんのように涙が出たり、顔が赤くなったり、体が震えたり、することです。

· 今日はこの「体のへんか」に目を向けます。


	「なかま」「ともだち」「支える」「助ける」「なかまや友だちどうしが、ささえ合い、助け合う」
「まわりの人を大切にする方法」

「自分を大切にする」

「気もちに気づこう！」

「人はだれにでも、気持ちがある」
「悲しい」｢残念｣「落ち込んでいる」など

「涙が出てる」「肩がガックリしている」


	●（あらかじめ掲示）フラッシュカード「ピア・サポート」「なかま・友だち」「ささえる・助ける」「なかまや友だちどうしが、ささえ合い、助け合う」

●フラッシュカード「まわりの人を大切にする」「自分を大切にする」

◇フラッシュカード掲示

●（あらかじめ掲示）ポスター「3年生ピアの目標」

●フラッシュカード「人はだれにでも、気持ちがある」
◇フラッシュカード提示
●フラッシュカード「人によって気持ちはちがう」

◇フラッシュカード提示

●ピア子ちゃんのイラスト

◇ピア子ちゃんのイラスト掲示、気持ちを板書

◇体の変化を板書

●フラッシュカード「気持ちのへんかは体にあらわれる」

◇フラッシュカード掲示



	2．今日の目標・学習の流れの説明(1分)

	説明(1/8)
	1．今日の目標の説明

· 今日の授業の目標はこれです。
目標：どうして気持ちがわかったのか考えよう！
・今日は「言葉」ではなく、「体の変化」が主役です。

2．今日の学習の流れの説明

· これから③活動「どうして気持ちがわかったの？」に進みます。この活動では、ある人の体の変化を見て、気持ちを考える練習をします。

· それから④授業の「かくにん」をして、⑤「ふりかえり用紙」に感想を書いて、終わりになります。


	
	　　　

●（あらかじめ掲示）模造紙①｢今日の目標・流れ｣


	3. 活動「どうして気持ちがわかったの？」(30分)

	活動の説明（1/9）
１人目

(10/19)

2人目説明と観察
(8/27)

全体シェアリング

(8/35)

まとめ

(3/38)


	1．活動（サイン探し1人目）

・これからする活動は「どうして気持ちがわかったの？」です。
· ピア子ちゃんを見て考えたように、私たちは人の体の変化を見ると、その人の気持ちを予想することができます。ですから今日は、どうしてそのような気持ちだと予想できるのか、ということを書き出してみる活動をします。

· これからこの教室に、ある「気持ち」になっている人が入って来ます。みなさんはその人のことをしっかり見ます。そして2つのことをします。
· 1つ目は、みんなで、その人がどんな気持ちかを考えることです。

· 2つ目は、どんな体の変化を見て、その人の気持ちをそう考えたのかを探す、ということです。
· できるだけたくさんの体の変化を見つけるようにしましょう。質問はありますか？
· では、1人目の人が登場します。入口の方を向きましょう。
· どうぞお入りください。
→お面をつけて、プンプン怒った様子で入ってくる。中央に来たら児童の方を向いて仁王立ちする。両手をぎゅっと握り、プルプル震える。

→補助者がいない場合、指導者が後ろを向いてお面を付け、振り返ったところから演技をするなど工夫する。

· (児童をきちんと注目させてから)この人はいま、どんな気持ちだと思いますか？ 

→児童から意見が出たら、本人に気持ちを尋ねる。始めは「今、嬉しいですか？」｢怖いのですか？｣などとわざと違う気持ちを尋ねる。最後に「怒っていますか？」と聞く。補助者は「怒っていますか？」と聞かれたら、大きくうなずく。

· みんなが思ったように、この人は、すごく怒っているようです。では、この紙に私が書いていきます。

→模造紙③の空欄に「おこっている」と書く。

· では次の質問です。みなさんはどんな体の変化を見つけてこの人が怒っていると思ったのでしょうか？ 

→補助者はヒントになるように、そのままお面をかぶってプルプル震える演技を続ける。

指導者が、児童の発表を模造紙に書き込んでいく。児童の発表を受け、1回ずつお面の人に注目させ、体の変化を確認しながら進める。目やまゆげ、口元などは確認しながらイラストで書くとわかりやすい。イラストで書けないものは文字で短く記入する。
　
· みなさん、よく見つけられましたね。

· しかし実は、体の変化は今みなさんが見つけてくれたような、外側から見えるものだけとは限りません。
→マスクカードをはがし、体の中の変化を見せる。
· 例えば、心臓がドクドクしたり、体の中がものすごく熱くなったりすることがあります。こんなふうに、外側からは見えない、内側の変化もあるのです。

· もちろん、体の内側の変化は、本人にしかわかりませんね。みなさんも感情が動いたとき、どんな体の変化が起こっているか、自分で自分をよく観察してみるとよいですよ。

· では、１人目はここまでにしましょう。１人目の方、ありがとうございました。

2．活動（サイン探し2人目）

· 次に、2人目の人に挑戦しましょう。今度はその人がどんな気持ちかを考えるところまで、クラスのみんなでします。そのあとの体の変化探しは、グループで行います。
· まず、「気持ちを考えてみよう！」というプリントを配ります。配られたら名前を書きましょう。
· 準備はいいですか？もう一度、確認しますよ。これから次の人が入ってきたら、始めに全員でその人の気持ちを予想します。それが終わったら、それがわかった体の変化を、グループで相談して、そのプリントに、書き入れていきます。

· 体の変化は文字でも、絵でもよいです。プリントに書かれていない部分でも、よく観察して、サインを見つけてみましょう。

· では、机を動かしましょう。

· （児童の様子を見て）では、2人目の人に入ってきてもらいましょう。お願いします。
→嬉しい人：ルンルン気分で足取り軽く入ってくる。中央に来たら、正面を向いて立ち、突然、クスクス笑う。それから椅子に座って、足をブラブラ揺らす。

· では、みなさん。この人は今、どんな気持ちだと思いますか？
· いろいろ出ましたね。聞いてみましょうか。
→1人目と同様に本人に「悲しいのですか？」「困っているのですか？」｢嬉しいのですか？｣と声をかける。本人から「嬉しい」気持ちを確認し、模造紙に「うれしい」と記入。

· みなさん、上手に予想できましたね。
· では、どうして嬉しいとわかったのでしょうか。プリントに体の変化を書いてみましょう。
· (4分後くらい)では、そろそろ発表しましょう。まず班毎に発表してもらいます。１つだけ発表しましょう。
→1つの発表に対して「同じものを書いた班はありますか？」とたずね、意見を共有していく。また、回答は模造紙に短く板書していく。
· よくできました。この感情で外から見えないものは、みなさんのプリントにも書いてあるように、声が高くなることや、体の中がぽかぽか気持ちよくなることなどがあります。みなさんも経験がありますか？

· では、活動はここまでにしましょう。

3．まとめ
・今日みんながさがしたような、気持ちをあらわす体の変化は、私たちにとって、とても大切なものです。
・「今日は元気かな？」とか、「楽しそうだな」、「悲しそうだけど、どうしたんだろう？」などと、その人の気持ちを予想することができたら、その人とよい関係を作ることができるからです。
・けれど、この気持ちをあらわす体の変化は、人によって違うことがあります。

・例えば、嬉しいとつい笑いがこみ上げてきてしまう人もいれば、顔には何も表さない人もいます。

· 悲しくて涙が出ることもあれば、嬉しくて涙が出ることもあります。嬉しいと悲しい、全く逆のような気持ちなのに、同じ涙が出るのはとても不思議なことですね。

· 気持ちはとても不思議なものです。これからは、相手のことをよく見て、丁寧に「気持ち」を予想してみるようにしましょう。

	｢怒っている！｣

回答する

机を動かす

「うれしい！」

プリントに記入する

発表する


	●お面（怒り）

◇怒った気持ちの人登場

●模造紙②活動1回目シェアリング用（体の内側の変化にはマスクカードをしておく）

◇模造紙②活動1回目シェアリング用掲示

●太いペン

◇マスクカードをはがす

◇退場

●プリント「気持ちを考えてみよう！」

◇プリント配付

◇移動の補助

●模造紙③活動2回目シェアリング用

◇模造紙③活動2回目シェアリング用掲示、模造紙②ははがす

●お面（嬉しい）、椅子

◇登場する

◇マスクカードをはがす



	4.確認(2分)

	確認(2/40)

	· それでは、今日学習したことを確認します。「第3回かくにんプリント」を配ります。配られたら名前を書きましょう。

· 名前が書けたら、空いているところにどんな言葉が入るか、考えて書いてみましょう。

→（少し時間をおいてから）指導者が読みあげ、キーワード｢へんか｣「体」を確認する。

	プリント記入
	●第3回かくにんプリント

◇第3回かくにんプリント配付

	5.ふりかえりプリントの記入(5分)

	ふりかえりプリント記入と回収、次回の予告(5/45)


	· では、かくにんプリントを裏返しましょう。「ふりかえりプリント」を書きます。

· では、そろそろ書き終わりましたか？

· 次回は、　月　日です。「気持ち」について最後の学習ですね。

	ふりかえりプリント記入、提出
	●第3回ふりかえりプリント 
◇第3回ふりかえりプリント回収


板書計画(案)
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